
 

 

 

 極点測定を高速化する 

  ＦＴ測定を連続測定で行う。 

 

   

連続測定はＦＴ測定より４面で１４分早く測定出来る。 

 

 ＯＤＦ結果 

  

 FT 法と連続測定法では、FT 法に Savitzkey-Golay の平滑化が掛ったような結果である。 

 よって、結晶粒径の影響がある場合、平滑化で得られない情報も測定出来るので連続測定が適している。 
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概要 

近年、２次元ディテクタを用いた極点測定が「ＯＤＦの為の測定が１０分で完了する」と宣伝されてい   

   る。シンチレーションカウンタを用いた方法でどこまで高速化出来るか検証を行う。 

   今回は、ＦＴ測定と連続測定を比較し測定時間と測定されたデータで比較を行う。 

   用いた試料は市販されている純アルミニュウム１１００Ｐを使う。 

    

測定 

 測定は通常結晶粒径の影響を考え、試料全面の平均値を測定する為に、γ揺動を行い、 

 又、測定時平均化が出来るβｓｃａｎ法（連続測定）を併用する事がある。 

 ＲＩＮＴ２１００ Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｎｉフィルタ２枚 

 ＤＳスリット １／２ｄｅｇ．高さ制限スリット２ｍｍ 

 Ｓｃｈｕｌｚスリット  １ｍｍ 

 ＳＳスリット      ７ｍｍ＋高さ制限５ｍｍ 

 ＲＳスリット  ７ｍｍ 

 バックグランド     ｌｏｗ側とｈｉｇｈ側の２点 

 α範囲   １５度から９０度（７５度の範囲を５度間隔） 

 γ揺動周期  ２ｓｅｃ 

ＦＴ測定の測定時間 

  

 ３面を測定する時間は、２時間３２分 よって４面では３時間 ２２分 

連続測定で５度間隔を２ｓｅｃで測定するスピード １５０度／分では 

  

 ３面を測定する時間は、２時間２１分 よって４面では３時間 ０８分 

 

連続測定はＦＴ測定より４面で１４分早く測定出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定されたデータ比較 

ＦＴ測定結果 

 

バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化（スムージングは行なわない） 

 

ＯＤＦ結果 

 

TexToolsＯＤＦ結果    LaboTexVolumeFraction 

 

TexToolsVolumeFraction 

 



平滑化（５点 Savitzky-Golay）、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化 

 

 

TexToolsODF     laboTexVolumeFraction 

 

TexToolsVolumeFraction 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平滑化（３点 Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ）、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化 

 

 

StandardODF 

 

TexTools                                          laboTexVolumeFraction 

 

TexToolsVolumeFraction 

 

 

 

 

 

 

 

 



連続測定の場合 

 

バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化（スムージングは行なわない） 

 

StandardODF 

 

TexTools                                  laboTexVolumeFraction 

 

TexToolsVolumeFraction 

 

 


